
夏目漱石『こころ』探究型学習

對馬光揮（市立札幌藻岩高等学校）



学習指導要領における「探究」

課題の設定

情報の収集
整理
分析

まとめ
表現

プラグマティズムにおける「探究」

◆物事の本質を自己との関わりで探り
見極めようとする一連の知的営み

◆行為し、失敗し、世界に自ら積極的
に介入していくなかで、永遠に新し
い発見を見つけようとする営み

◆そこからまた新たな課題を見付け、
更なる問題の解決を始める

1.「探究的な学び」とは



生徒の内側から湧き出てくる欲求を基盤とした学び

自分の個性・強みを活かせる学び

日常に波及する学び

他者と関わることによって自己を見つめる学び

多様な見方や考え方があることを想定して考え続ける学び

1
2

4
5
6

複数のものの見方を連携させる学び3

對馬が考える「探究」

国語
英語

数学

社会
理科

芸術
保健
体育

家庭科
情報

探究芸術

1.「探究的な学び」とは



・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解できるよ
うにする。〔知識及び技能〕（１）ア

・作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、
作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を
深めることができるようにする。〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ（１）オ

・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に
親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち、言語を通して他者や社会に関わろうとする。〔学びに向かう力、人間性等〕
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2.単元の目標

学習材
夏目漱石『こころ』

対象
高校2年生

目標



3. 文学作品の意味

高等学校学習指導要領国語編 文学国語
共通必履修科目により育成された資質・能力を基盤とし、
主として「思考力,判断力,表現力等」の感性・情緒の側
面の力を育成する科目として、深く共感したり豊かに想
像したりして、書いたり読んだりする資質・能力の育成
を重視して新設した選択科目である。



他者と協働して課題を解決する力
情報を再構成して自分の考えを深める力
収集した情報が妥当なものであるか吟味する力

1
2
3
自分の考えを効果的に表現する力4

4.仮説

仮説
文学作品を読み、グループで探究テーマを設定して考察・発表
した後、個人でその成果をレポートにまとめることによって、
次の能力を育成することができる。



人物像把握（個人）

疑問点整理（個人）

探究テーマ設定（グループ）

1
2
3
情報収集・考察（グループ）4

5.全体の流れ

発表（グループ）5
個人レポート作成（個人）6



• ①配布プリント読み取り／人物像把握 ②教科書読み取り／疑問点整理

③探究テーマ設定

教科書に掲載され
ている〔部屋の平
面図〕に着目し、
「『こころ』にお
ける襖の役割」と
いう探究テーマを
設定した班

④情報収集・考察

ciniiの使い方を説明し、
スマートフォンで論文を
読む班

「考察する際は、情報
収集に力を入れつつも、
テキストから離れない
ようにすること」と伝
え続けました。

6.グループ発表までの歩み



生徒がグループで設定した探究テーマ
① Ｋの「尊い過去」とは
② 物語から浮かぶ「明治の精神」について
③ Kはなぜ結婚の話を聞いてから「２日後」に自殺したのか
④ 「人間らしさ」という言葉に隠された意味
⑤ Ｋと私の自殺の真相とは
⑥ 「もっと早く死ぬべきだのになぜ今まで生きていたのだろう」とわざわざ書き添えた理由とは
⑦ Ｋと夏目漱石とのつながり
⑧ 『こころ』での襖の役割
⑨ 乃木大将・K・先生の死について
⑩ Kはいつから死にたいと思ったのか
⑪ 『こころ』の中で起こった出来事は、部屋割りとどう関連しているのか
⑫ Kの自殺に関する考察～連鎖的な精神的ダメージ～
⑬ Kが自殺する前に書いた手紙にお嬢さんの名前を出さない理由

7.探究テーマ一覧



テーマ

設定理由

調べなければいけないこと
整理しなければいけないこと

調べたこと
整理したこと

考察

発表の様子

8.グループ発表

・個人レポートに向けて、話し手は教員とのやり
取りから思考を整理・深化するきっかけを得る。1

発表のねらい

・個人レポートに向けて、聞き手は他のチームの
発表を聞くことによって新たな発見を得る。2



〔對馬先生の感想〕

◎情報収集の質が非常に高い。
◎多角的な視点から探究テーマを捉え、考察している点がgood。

〔對馬先生の疑問〕

・明治の精神とは、明治天皇を頂点かつ象徴とされた富国強兵に基
づく近代国家を形成する思想であり、武士道精神、禁欲主義的なも
のが原動力である。
・これを表したのが乃木大将の殉死であった。
・Kは道のためにあらゆるものを犠牲にするという禁欲的なまさに
明治の精神のもとに生きていた。
・先生もまた、Kが信じただろう明治の精神のもとに殉死したのだ。

9.グループ発表に対する對馬からの個別の講評



明治の精神

父・乃木大将

（従来の封建的価値観）

K・先生

（個性や自由）
引き換えに

「孤独」や「独善」が生じる

矛盾欠陥

新たな時代への進化・止揚

次の時代に向けて、欠陥と矛
盾を抱えた「明治の精神」は
葬られなければならない
☞明治の精神に殉死

克服

9.グループ発表に対する對馬からの個別の講評



発表後は個人レポートの作成へ

10.個人レポートと振り返り

今回の活動では、情報収集力や考察力、文章力はもちろ
ん、思考を飛躍させつつ落ち着く結論に連結させる力が
身につくと思いました。ただ本文とにらめっこしていて
も考察には限界があるので、何か引っかかるワードや著
者の情報から探り、深めていったことで良いレポートが
作れたと思います。また、どんどん新しい領域が広がっ
ていく感覚を楽しむこともできました。考察の軸がしっ
かりしていれば、より多角的な視点から情報を集められ
ることにも繋がると思いました。他の人の発表を聞いた
りレポートを読んで、集めた情報を提示する順番や、い
くつもの小さな考察同士の絡め方が上手だと、読みやす
く充実した内容のレポートになるなと感じました。自分
は考察が足りていなかった(先生からご指摘いただいた
とおり勘違いしていた)部分があったのが反省です。た
くさんの気付きがあったので、次に生かしてもっと良い
レポート作りに励みたいと思います。

生徒の振り返り



他者と協働して課題を解決する力 情報を再構成して自分の考えを深める力

収集した情報が妥当なものであるか吟味する力

1 2

3 自分の考えを効果的に表現する力4

11.仮説をもとにした振り返り

60.8%

32.0%

7.2% 0.0%

1.育成されたと思う

2.どちらかと言えば育成されたと思う

3.どちらかと言えば育成されなかったと思う

4.育成されなかったと思う

69.1%

25.8%

5.2% 0.0%

1.育成されたと思う

2.どちらかと言えば育成されたと思う

3.どちらかと言えば育成されなかったと思う

4.育成されなかったと思う

38.1%

46.4%

14.4%

1.0%

1.育成されたと思う

2.どちらかと言えば育成されたと思う

3.どちらかと言えば育成されなかったと思う

4.育成されなかったと思う

41.2%

43.3%

14.4%

1.0%

1.育成されたと思う

2.どちらかと言えば育成されたと思う

3.どちらかと言えば育成されなかったと思う

4.育成されなかったと思う



1.他者と協働して課題を解決する力

最初は計画を立てて誰が何を調べるかなど分担できたのだが、そこからの授業であまり来ない人がい
たり、私語が多くて自分の役割（調べること）などを他人任せにしたりする人がいて、結局二人でレ
ポートを完成させたりしたのであまり協力できなかったし、自分自身注意できなかったのも良くな
かったと思う。

2.収集した情報が妥当なものであるか吟味する力

収集した情報については、まだもっと調べあげることができたと思います。私は個人レポートを書く
際、大学で教授をされている方の論文から情報を得ましたが、その内容がとても納得のいくものだっ
たのでそれ以上は情報収集を深めずにレポートに取り組んでしまいました。しかし、もっと細かく調
べることができたと思います。また、論文を参考にしながらも、もっと自分の見解をはっきり示すべ
きだったと思います。次にまた文章を書く機会があれば、この反省を活かしてより良いレポートを書
きたいです。

3,4を回答した生徒の理由（抜粋）

11.仮説をもとにした振り返り



3.情報を再構成して自分の考えを深める力

情報収集があまいと感じる点があった。他の班と比べてみると、調べたことなどが少なかったように
感じた。もっと発想をとばして軸になるような根拠を見つけるべきだった。

4.自分の考えを効果的に表現する力

グループでのテーマも自分は情報を探したりするだけでまとめることを任せてしまったり、個人レ
ポートも自分で考えていることを文に表すことがあまり出来ず、イマイチなレポートになってしまっ
たからです。もっとグループの場でも任せきりにせず自分の考えをまとめて表現していきたいです。

3,4を回答した生徒の理由（抜粋）

今回の単元では育成されなかったと回答しているものの、
自らの課題に気付き、改善を図ろうとする意欲が見て取れる。

11.仮説をもとにした振り返り



『言語の役割を踏まえた言語活動の充実』

平成20年答申においては、思考力・判断力・表現力等を育むためには、例えば、次のような学習活
動が重要であり、このような活動を各教科等において行うことが不可欠であるとしている。

a.知的活動（論理や思考）に関すること

b.コミュニケーションや感性・情緒に関すること

各教科等の指導において論理や思考といった知的活動を行う際、次のような言語活動を充実する。
○事実等を正確に理解し、他者に的確に分かりやすく伝えること
○事実等を解釈するとともに、自分の考えをもつこと、さらにそれを伝え合うことで、自分の考えや
集団の考えを発展させること

各教科等において、コミュニケーションに関する指導を行う際には、他者との対話を通して考えを明
確にし、自己を表現し、他者を尊重し理解するなど互いの存在についての理解を深めるような言語活
動を充実する。
各教科等において、感性や情緒に関する指導を行う際には、体験したことや事象との関わり、人間関
係、所属する文化の中で感じたことなどを言葉にしたり、それらの言葉を互いに伝え合ったりするよ
うな言語活動を充実する。

12.言語活動の充実をもとにした振り返り



本文や調べたことを正確に理解し、他
者に的確に分かりやすく伝える授業 本文を解釈し、自分の考えを持つ授業

他者との対話を通して考えを明確にし、自分の考えを表現したり、他者の
考えを尊重して理解するなど、互いの存在についての理解を深める授業

a1 a2

b1
体験したことや日本文化・文学の中で感じたことなどを言葉にしたり、そ
れらの言葉を互いに伝えあったりすることによって、感性や情緒が豊かに
なる授業

b2

89.7%

10.3% 0.0% 0.0%

1.そう思う
2.どちらかと言えばそう思う
3.どちらかと言えばそう思わない
4.そう思わない

88.7%

11.3%
0.0% 0.0%

1.そう思う
2.どちらかと言えばそう思う
3.どちらかと言えばそう思わない
4.そう思わない

85.6%

14.4%
0.0% 0.0%

1.そう思う

2.どちらかと言えばそう思う

3.どちらかと言えばそう思わない

4.そう思わない
56.7%

38.1%

5.2% 0.0%

1.そう思う

2.どちらかと言えばそう思う

3.どちらかと言えばそう思わない

4.そう思わない

自分の考えを伝え合うことで、自分の
考えや班の考えを発展させる授業a3

88.7%

11.3% 0.0% 0.0%

1.そう思う
2.どちらかと言えばそう思う
3.どちらかと言えばそう思わない
4.そう思わない

12.言語活動の充実をもとにした振り返り
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